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4限に様々な分野で活躍する卒業生を招いて、卒業生の
話を聴く会を実施しました。卒業生が進路実現のために行っ
た在学中の実体験などを聴くことができ、これからの方針を
具体的に考える良いきっかけになりました。

３月４日(水) 卒業生の話を聴く会

１年間お疲れ様でした！初めてのことばかりで、動きはじ
めが大変だったと思います。物理でも、物体を動かしはじめ
るには大きなエネルギーがいります。ただ、一度動き出せば、
その後は進み続けるものです。「慣性の法則」ですね！
あっという間に残り２年。時間はどう使っても「もっとこ

うしていたら」が尽きません。だからとにかく興味あること
を本気でやってみてください。必ず同じように頑張っている
人と出会います。それがまだ親しくないクラスメイトかもし
れないし、学校外の人かもしれません。そんな出会いが、
きっとこれからを素敵な方向へ進めてくれます。
何を本気で頑張っているのか即答できるようになるといい

ですね。またぜひ教えてください。応援しています。
１年間ありがとうございました。良い春休み、良い２年生

スタートを！

中井謙吾１組担任
教科：理科, 顧問：バレー・美術

１年間学年通信の担当をしました、山本泰史です。
こちらで今年度の最終号となります。ありがとうござ
いました。

３月５日(木)
オオサンショウウオ出張授業

３月９日(月) 球技大会

1年間の学校生活も、いよいよ一区切りの時期になりました。
高校に入学してからのこの一年は、皆さんにとってどんな時
間だったでしょうか。新しい環境に戸惑いながら始まった春
から、授業や行事、日々の学校生活を通して、少しずつ高校
生としての生活に慣れてきたのではないかと思います。32名
という小さな学年だからこそ、一人ひとりの存在が学年の雰
囲気をつくってきました。
歴史総合で触れてきた近代以降の歴史は「人々が少しずつ

社会を変えてきた歴史」でもあります。例えば19世紀から20
世紀にかけて広がった民主主義も、最初から完成されたもの
ではなく、多くの人々の試行錯誤の積み重ねの中で形づくら
れてきました。
高校生活も同じで、最初から完璧である必要はありません。

大切なのは、この一年の経験を振り返り、次の一年をどう過
ごすかを考えることです。春休みは、これまでを少し立ち止
まって見直す良い時間でもあります。4月には後輩も入ってき
ます。2年生としての新しい一年を、より良い形で迎えられる
ことを期待しています。

白山昂大 ２組担任
教科：地歴公民, 顧問：硬式野球

小テストの表彰をしました。

英語
１位 安積琉世
２位 本谷莉央

数学
１位 藤本健太
２位 本谷莉央

来年度最初の登校日は４月８日(水)です。
始業式・着任式を行います。
服装頭髪検査もあります。服装はもちろん制服です。
９日には課題考査もあるので、楽しい⾧期休業を過ご
すだけではなく、勉強も怠らないようにしましょう。
新年度を快く迎えられるよう万全の準備をしましょう。

ハンザキ研究所の髙木様をお招きして、オオサンショウウ
オについての特別授業を実施しました。前半は講義で、後半
は川へ行きオオサンショウウオを見ました。今回の授業を通
して、オオサンショウウオについて学ぶだけでなく、地域の
自然や生態にも触れることができ、非常に貴重な経験となり
ました。

競技はバレーボールで球技大会を実施しました。全員で力
を合わせる行事はこれで今年度最後です。優勝はさすがの２
年２組でしたが、一人一人が必死にボールに食らいつく姿は
とてもかっこよかったです。来年度も３２人全員で協力して、
目標に向かって高校生活を頑張って欲しいと思います。


